超音波診断装置による、筋厚計測からみた肩甲骨周囲筋の加齢変化と腱板断裂患者の特徴 by 森瀬  脩平
超音波診断装置による、筋厚計測からみた肩甲骨周
囲筋の加齢変化と腱板断裂患者の特徴







学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目 超音波診断装置による、筋厚計測からみた肩甲骨周囲筋の加齢変化と腱板断裂患者の特徴                                    
                                               
 
  東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻 
 機能医科学講座 肢体不自由学分野 
















の僧帽筋下部線維の筋厚は、患側および 60–70代群の筋厚と比べて有意に厚かった（p < 0.05）。一方、患側
と健常高齢者の間に有意な差はみられなかった。筋活動は僧帽筋上部線維の 30–60°、60–90°において、患
側の筋活動が 60–70代群の筋活動と比べて有意に高かった（p < 0.05）。 
【結論】肩甲骨周囲筋は僧帽筋下部線維が加齢に伴って選択的に萎縮や弱化していく可能性が示唆された。
腱板断裂患者は同年代の健常者との比較において、肩甲骨周囲筋が腱板断裂で特異的に萎縮するのではなく、
加齢により萎縮している可能性があることが分かり、さらに、健側の僧帽筋下部線維が代償的に肥大している
可能性が示唆された。また、筋活動に関しては僧帽筋上部線維が腱板断裂患者の患側において有意に高い活動
を示していたが、加齢による筋活動の変化はみられなかった。これは腱板断裂により特異的に引き起こされた
変化であり、腱板断裂患者は肩関節挙上の代償を僧帽筋上部線維で行っている可能性が示唆された。 
